
 
令和５年度秋学期 

授業料免除・徴収猶予申請手続きの案内 
 

１．資格要件について 
 

授業料免除・授業料徴収猶予等は，どちらか一方のみ申請することができます。（併願不可） 

申請は、学生本人が自らの責任において申請するものです。各書類をよく読み，必要な書類を準備してください。 

新型コロナウイルス感染症の影響により，家計が急変した世帯の学生については，「令和５年度秋学期授業料免除

（家計急変）申請手続きの案内」も併せて確認してください。 

 

Ⅰ．授業料免除  

１．対象者  

次の（１）～(３)に在籍している者(休学者は除く。)で，経済的理由により授業料の納付が困難であり，かつ，

学業優秀と認められる者。 

（１）学部（私費外国人留学生・被災者*1・2019年以前に入学した者*2） 

（２）大学院（教職大学院・修士・博士） 

（３）特別専攻科 

 

*1 2023 年 4 月 1 日以降に火災や風水害等で被災または東日本大震災もしくは熊本地震で被災し，経済的理由

により授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者。 

 

*2 2019年以前に入学した学部生（休学者除く。）のうち,大学等における修学の支援に関する法律（令和元年

法律第８号）の適用により,これまでと同様の支援が受けられない者。（経過措置者） 

 

２．免除の額 

当学期の授業料免除が許可された者については，納付すべき当学期授業料の半額又は全額を免除する。 

＜春学期：４月１日～９月３０日  秋学期：１０月１日～３月３１日＞ 

※予算に限りがありますので，申請者全員が免除を受けられるわけではありません。 

   必ず免除される保証はないので、不許可になった場合に備えて授業料を納付する準備をしておいてく

ださい。 

 ※授業料免除は半期ごとに審査します。秋学期にも再度授業料免除申請が必要となります。 

 

Ⅱ．授業料徴収猶予  

１．対象者 

次の(１)～(３)に在籍している者(休学者は除く。)で，経済的理由により期限までに授業料の納付が困難で

あり，かつ，学業優秀と認められる者。 

（１）学部 

（２）大学院（教職大学院・修士・博士） 

（３）特別専攻科 

 

 

 

 



２．徴収猶予期間 

当学期の授業料徴収猶予を許可された者については，春学期は８月末，秋学期は２月末(最終学年は 

１月末)まで授業料の納付を猶予する。 

  ※授業料徴収猶予は半期ごとに審査します。秋学期にも再度授業料徴収猶予申請が必要となります。 

 

２．申請手続きについて 

申請期間 ７月２１日（金）から８月３１日（木）まで（郵送必着） 

申請先 日本人学生送付先住所： 

〒１８４－８５０１ 東京都小金井市貫井北町４－１－１ 

東京学芸大学 学生課 学生支援係 

留学生送付先住所： 

〒１８４－８５０１ 東京都小金井市貫井北町４－１－１ 

東京学芸大学 国際課 留学生支援係 

 

※「授業料免除申請書類在中」と朱書きしてください。 

＜受理通知について＞ 

 ９月下旬を目途に学芸ポータルの個人宛お知らせにお送りします。受理通知が届かない場合は、その旨担当ま

でご連絡ください。（博士課程の学生には E メールでお知らせします。以下の連絡先登録用 Forms より、メー

ルアドレス等を必ず登録してください。） 

 

【博士連絡先登録用 Forms】https://forms.office.com/r/9bRHT1fsti 

 

３．結果の通知について  

通知時期 秋学期：１２月上旬（徴収猶予申請者・私費外国人留学生・大学院生） 

１月上旬（学部日本人免除申請者） 

通知方法 授業料免除用掲示板で，全体結果及び結果通知日をお知らせします。 

申請者には「結果通知用封筒（ピンク色の長３封筒）」にて結果を郵送します。 

学生情報トータルシステムに登録されている学生本人住所に郵送します。博士課程の学生に

ついては上記の【連絡先登録用 Forms】でご登録いただいたご住所へ郵送します。 

申請後，転居した場合及び送付先住所等が変更になった場合は，必ず学生課授業料免除担当

に連絡してください。また，転居した場合は，郵便局で「転居・転送サービス」の手続も必

ず行ってください。 

授業料免除の不許可者・半額免除許可者及び授業料徴収猶予申請者は，所定の授業料を指定した期日までに

納付してください。なお，納付期限及び納付方法は，結果通知に同封いたします。 

 

４．注意事項 
 

① 一旦納付した授業料は返還しません。授業料免除・授業料徴収猶予等申請者は，結果が通知されるまで授業料

を納付しないでください。なお，授業料免除(授業料徴収猶予)申請を行うと，当学期分授業料の口座引き落とし

は一時停止し，申請結果の発表まで授業料の納付が猶予されます。 

② 郵便事故等の責任を大学は負いませんので，簡易書留又はレターパックで郵送してください。 



③ 書類不備が著しい者については，申請を受理しないことがあります。不受理にならないように書類を準備してくだ

さい。また，必要な証明書等を指定期日までに提出しない場合は，選考から除外します。 

④ 授業料免除は予算の範囲内で免除を行っており，家計の所得が基準内であっても申請者数によっては免除され

ないことがあります。 

⑤ 提出書類は返却しませんので，必要があれば提出前に各自で控え（コピー）をとってください。 

⑥ 申請書類への記入は，申請者本人が黒のボールペンで行ってください。 

⑦ 訂正するときは，修正テープを使用せず，二本線で訂正してください。捺印は必要ありません。 

⑧ 日本語以外の証明書等を提出する場合は，必ず全文の日本語訳を添付してください。 

⑨ 申請書提出後，家計に変化があった場合や転居し結果通知の送付先が変更となった場合，速やかに窓口に申

し出てください。転居した場合は，郵便局で「転居・転送サービス」の手続も行ってください。 

⑩ 記載内容及び提出書類に虚偽の事実が判明した場合は，申請却下又は免除等の取消しをします。 

  ◆結果通知後の注意事項◆ 

① 授業料免除の不許可者・半額免除許可者及び授業料徴収猶予の不許可者は，結果を通知した日から 

30日以内の大学が指定する納付期限までに所定の授業料を納付してください。 

納付しない場合は除籍となります。 

 

② 授業料徴収猶予の許可者は，指定した期間内に所定の授業料を納付してください。 

納付しない場合は除籍となります。 

 

＜問い合わせ先＞ 

日本人等一般学生 私費外国人留学生 

窓口：学生課 授業料免除担当 

（中央２号館南講義棟２階３番窓口） 

電話：０４２－３２９－７１８６ 

窓口：国際課 留学生支援係 

（中央２号館南講義棟３階１番窓口） 

電話：０４２－３２９－７７６３ 

いずれも受付時間は 8：30～12：00及び 13：00～16：45 となります。 

※申請書類の個人情報については，授業料免除又は授業料徴収猶予等の選考のため使用します。その他の目的には使用しません。 


